
自
■

Ｉ
－

　
６
４
３
３
人
が
犠
牲
に
な

っ
た
阪
神
大
震
災
は
あ
す
1
7

日
、
発
生
か
ら
1
0
年
を
迎
え

る
。
こ
の
囲
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
取
り
巻
く
環
境
は
ど
う

変
わ
り
、
ど
の
よ
う
な
課
題

が
残
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
×
　
　
　
×

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
荒
波
茂
代
表

（
5
8
）
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年

と
呼
ば
れ
る
阪
神
大
震
災
を

　
「
県
境
や
国
境
を
超
え
た
個

人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
根
付
く

契
機
と
な
っ
た
」
と
振
り
返

る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
岡

山
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
盛

り
上
が
り
に
つ
い
て
は
、
大

き
く
二
つ
の
要
因
膏
あ
げ

る
。
そ
れ
は
、

9
4
年
か
ら
1
0
年

間
、
世
界
各
国

の
Ｎ
Ｏ
Ｏ
を
招

い
た
会
議
や
こ

ど
も
サ
ミ
ッ
ト

な
ど
を
毎
年
開

い
て
き
た
「
国

際
貢
献
ト
ピ
ア

岡
山
構
想
を
推

進
す
る
会
（
ト

ピ
ア
の
会
）
」
の
活
動
と
9
8

年
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
施
行
だ
。

　
こ
の
1
0
年
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

活
動
も
広
が
り
を
見
せ
、
昨

年
末
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震

で
は
２
日
後
か
ら
海
外
支
部

の
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
に
入

り
、
ネ
ッ
ト
∇
Ｉ
ク
の
機
動

力
を
実
証
し
た
。
「
2
0
世
紀

の
豊
か
さ
の
指
標
は
金
だ
っ

た
が
、
2
1
世
紀
は
時
間
。
仕

事
以
外
の
時
間
を
利
用
し
て

築
い
た
人
間
関
係
の
多
様
さ

が
豊
か
さ
の
シ
ン
ボ
ル
に
な

る
」
と
語
る
。
0
5
年
度
中
に

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
事
務
所
を
開
き
、
国
連

と
ロ
ー
カ
ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
橋

渡
し
役
を
務
め
て
い
く
方
針

だ
。

　
　
　
□
　
　
　
□

　
　
「
行
政
を
動
か
す
人
間
も

被
災
者
。
広
域
災
害
で
は
、

行
政
が
ま
ひ
す
る
の
は
当
た

〈７≫

り
前
」
。
そ
う
語
る
の
は
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
の

田
代
菊
雄
教
授
（
6
4
）
。
新
潟

県
中
越
地
震
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
運
営
を
任
せ
た
こ

と
で
、
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に

悲
ん
だ
と
指
摘
す
る
。

　
同
大
学
で
は
阪
神
大
震
災

の
時
、
学
生
が
継
続
的
に
現

地
入
り
し
て
活
動
し
た
。
「
学

生
は
、
私
が
１
年
間
講
義
で

話
し
た
以
上
の
こ
と
を
、
―

週
間
で
学
ん
で
帰
っ
て
き

た
」
。
圓
年
か
ら
毎
年
、
学

生
を
連
れ
て
大
阪
市
西
成
区

の
あ
い
り
ん
地
区
で
路
上
生

活
者
へ
の
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
「
き
っ
か
け
は
何
で

も
い
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
を
生
か
す
か
殺
す
か
は
、

帰
っ
た
後
の
指
導
に
か
か
っ

て
い
る
」
と
話
す
。

イ
ン
ド
で
巡
回
診
療
に
あ
た
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
。
ス
マ

ト
ラ
沖
大
地
震
で
は
海
外
支
部
の
迅
速
な
救
援
活
動
で
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
が
実
証
さ
れ
た
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
提
供
）

　
　
　
□
　
　
　
□

　
阪
神
大
震
災
後
、
福
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
学
科
と
大
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
た
吉
備
国
際
大
。
塚

田
健
二
教
授
（
6
0
）
は
震
災

時
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

職
員
と
し
て
現
地
に
入
っ

た
。
同
大
学
で
は
鳥
取
西
部

地
震
（
0
0
年
1
0
月
）
、
芸
予

地
震
（
肌
年
３
月
）
な
ど
近

県
で
の
災
害
や
昨
年
の
台
風

な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派

遣
し
て
き
た
。

す
れ
ば
ｘ
ｌ
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
外
部
か
ら
の
支
援
に
シ
ス

テ
ム
ご
と
委
託
す
る
こ
と
は

可
能
。
そ
の
た
め
に
は
日
ご

ろ
の
情
報
収
集
と
信
頼
関
係

が
重
要
だ
」
と
語
る
。

　
　
　
□
　
　
□

　
県
は
0
2
年
度
か
ら
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を
開
い

て
お
り
、
現
在
ま
で
に
約
１

２
０
人
が
登
録
。
0
3
年
に
は

災
害
時
に
県
内
の
1
5
大
学
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
す

る
協
定
を
締
結
し
、
来
年
度

か
ら
は
災
当
時
の
外
国
語
通

訳
な
ど
の
専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
登
録
・
研
修
も
検
討
し

て
い
る
。

　
今
年
９
月
に
は
、
岡
山
市

の
旧
国
立
病
院
跡
地
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
交
流

拠
点
を
設
け
た
「
新
結
合
福

祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
会
館
（
仮
称
）
」
が
オ
ー

　
塚
田
教
授
は
「
阪
神
大
震
プ
ン
す
る
。
県
民
生
活
課
の

災
ま
で
の
市
民
活
動
は
、
行
森
脇
正
己
課
長
（
5
5
）
は
「
行

政
や
企
業
へ
の
働
き
か
け
が
政
は
『
公
平
一
律
』
に
縛
ら

主
な
目
的
だ
っ
た
が
、
市
民

自
ら
社
会
を
良
く
し
て
い
こ

う
と
い
う
活
動
へ
と
変
わ
っ

て
き
た
」
と
話
す
。
震
災
時

は
行
政
と
民
間
と
の
連
携
に

課
題
を
残
し
た
が
、
「
活
動

拠
点
と
な
る
場
所
さ
え
提
供

れ
る
。
柔
軟
性
の
あ
る
民
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
補
完
し
合

い
、
岡
山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
力
が
一
韻
発
展
し
て
い
け

ば
」
と
期
待
を
込
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
＝
お
わ
り

　
　
　
　
　
　
「
野
村
房
代
」
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